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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、
男
女
共

同
参
画
の
町
づ
く
り
、
男
女
が
共
に
支
え
あ
う
町

づ
く
り
へ
向
け
て
の
啓
発
活
動
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
富
士

河
口
湖
町
の
地
域
づ
く
り
を
み
ん
な
で
考
え
る
た

め
の
講
演
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
と
か
く
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
切
口
で
の

講
演
会
は
、
多
く
の
男
性
た
ち
、
女
性
た
ち
で
さ

え
も
一
歩
ひ
い
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く
り
が
で

き
る
の
で
は
？

　
町
村
合
併
か
ら
早
一
年
、
新
し
い
町
の
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
今
回
の
講
演
会
で

は
「
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
切
口
と
し
て
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
に
お
い
て
今
私
た
ち

が
何
を
な
す
べ
き
か
考
え
た
り
、
気
づ
い
た
り
す

る
き
っ
か
け
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
勢

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
講
演
の
前
に
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
よ
る

　
寸
劇
が
あ
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

○
当
日
は
、
お
子
さ
ま
連
れ
も
大
歓
迎
で
す
。
託

　
児
や
、
子
ど
も
広
場
を
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
、

　
お
子
さ
ま
を
お
預
り
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

　
講
演
会
に
参
加
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ま
を
お
連

　
れ
に
な
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

○
講
演
会
、
託
児
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
、
お

　
申
込
は
生
涯
学
習
課
（
℡
７
２-

６
０
５
３
）
ま
で

　
男
女
共
同
参
画
推
進
？
　
い
や
な
言
葉

で
す
か
？
多
く
の
男
性
は
こ
の
言
葉
を
聴

く
と
「
男
も
家
事
を
し
ろ
！
っ
て
こ
と
だ

ろ
」
っ
て
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
性
は
こ
の
言
葉
を
武
器
に
「
今
は
男
女

共
同
参
画
の
時
代
な
ん
だ
か
ら
、
少
し
は

家
の
こ
と
も
や
っ
て
よ
！
」
っ
て
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
は
も
っ
と
優
し
い
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
「
男
性
は
家
事
や
子
育
て

に
も
う
少
し
興
味
を
持
っ
て
で
き
る
こ
と

は
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
女
性
は
子
ど

も
や
近
所
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
も
う
少

し
広
い
社
会
（
家
族
の
勤
め
先
や
町
政
・

身
近
な
自
然
環
境
な
ど
か
ら
ひ
ろ
げ
て
）

に
も
目
を
向
け
興
味
を
持
っ
て
、
で
き
る

こ
と
は
し
り
込
み
せ
ず
に
積
極
的
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
気
持
ち
よ
く

送
り
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
、
私
が
わ

た
し
ら
し
く
、
生
き
ら
れ
る
こ
と
」
「
女

の
ク
セ
に
。
男
の
ク
セ
に
。
」
と
い
う
言

葉
が
な
く
な
れ
ば
こ
れ
だ
け
で
男
女
共
同

参
画
は
ず
い
ぶ
ん
進
む
の
で
は
な
い
か
と

・
・
・�

　
そ
の
た
め
に
は
や
っ
ぱ
り
女
性
が
も
っ

と
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
周
囲
の
サ
ポ

ー
ト
も
必
要
で
す
。

　
が
ん
ば
っ
て
る
女
性
の
周
り
に
い
る
皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
横
田
聖
美

お
父
さ
ん  

「
お
ー
い
お
茶
！
」
じ
ゃ
な
く

　
「
お
ー
い
お
茶
に
し
よ
う
！
」
っ
て
言
っ
て
み
て

募
集
中

男
女
共
生
参
画
川
柳

　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
生
参
画
川
柳

　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

盛会だったＥＭボカシ（ＥＭ発酵資材）づくり教室

（町女性団体連絡協議会主催）

リ
レ
ー
こ
ら
む

リ
レ
ー
こ
ら
む

テ
ー
マ

　
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」

講
　
師
　
田
中
夏
子
先
生

　
　
　 

 

（
都
留
文
科
大
学
社
会
学
科
教
授
）

と
　
き
　
11
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

と
こ
ろ
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
こ
れ
か
ら
の

　
　
地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
」

「
こ
れ
か
ら
の

　
　
地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
」

「
こ
れ
か
ら
の

　
　
地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
」

「
こ
れ
か
ら
の

　
　
地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
」
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

巌谷氏の句碑

　
近
年
、
富
士
山
を
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
す
べ

く
各
方
面
の
方
々
に
推
進
努
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
加
え
て
、
県
も
当
町
も
改
め
て
国
内
外

に
向
け
て
、
こ
の
富
士
山
を
誘
客
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
宣
伝
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
節
、
若
い
方
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
左
の
如
く
の
歌
詞
が
広
く
国
民
的

唱
歌
と
し
て
親
し
ま
れ
、
長
い
間
富
士
山
ソ
ン
グ

と
し
て
広
く
歌
い
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
は
こ
れ
を
作
詩
し
た
巌
谷
小
波
氏
と
当
町

と
の
か
か
わ
り
に
ふ
れ
て
み
ま
す
。
巌
谷
さ
ん
は
、

１
８
７
０
年
（
明
治
３
年
）
東
京
生
ま
れ
で
、
本

名
を
季
雄
と
言
い
、
杉
浦
重
剛
の
私
塾
に
学
び
、

尾
崎
紅
葉
ら
の
硯
友
社
同
人
と
な
り
、
小
説
も
書

き
ま
し
た
が
、
１
８
９
１
年
（
明
治
24
年
）
「
こ

が
ね
丸
」
を
発
表
し
、
創
作
童
話
の
創
始
者
と
し
て

名
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
８
９
５
年
「
少
年
世

界
」
を
創
刊
し
、
の
ち
「
幼
年
世
界
」「
少
女
世
界
」
な

ど
を
主
宰
し
、
毎
号
創
作
童
話
を
発
表
し
少
年
少
女

た
ち
に
夢
を
与
え
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
世

界
各
国
の
童
話
の
紹
介
な
ど
、
特
に
児
童
文
学
の

発
表
に
尽
く
さ
れ
た
方
で
も
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
俳

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
巌
谷
先
生
が
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
の

初
秋
60
才
の
時
に
、
現
在
と
ち
が
っ
て
、
一
番
名

が
知
ら
れ
て
い
た
精
進
湖
探
勝
の
帰
路
、
当
町
に

立
ち
寄
り
当
町
の
絶
景
に
う
た
れ
、
「
秋
晴
や
富

士
明
に
水
鏡
」
と
句
を
詠
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

船
津
村
の
俳
友
が
小
波
宗
匠
の
句
を
後
世
に
残
そ

う
と
、
天
上
山
（
う
そ
ぶ
き
山
）
の
護
国
神
社
境

内
の
一
隅

に
こ
の
句

を
平
板
石

に
刻
り
、

句
碑
と
し

て
残
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
有

名
な
富
士

山
と
い
う

唱
歌
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
作
詞
家
の
名

は
な
か
な
か
思
い
出
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機

会
に
、
初
夏
に
な
る
と
、
10
万
本
の
あ
じ
さ
い
の

群
生
で
有
名
に
な
っ
た
こ
の
神
社
を
中
心
と
し
た

地
域
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
こ
の
句
碑
に
ふ
れ
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
る
と
申
さ
れ
、

残
る
も
の
も
消
え
て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
唱
歌
は
当
地
で
は
生
々
と
残
っ
て

お
り
ま
す
の
で
う
た
い
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　
江
戸
か
ら
明
治
に
な
っ
て
す
べ
て
の
面
で
欧
米

の
文
化
を
取
り
入
れ
「
文
明
開
化
」
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
音
楽
教
育
の
唱
歌
も
小
、
中
学
校
な
ど
の

た
め
に
国
家
レ
ベ
ル
で
、
国
民
に
教
え
る
目
的
で
つ

く
ら
れ
、
第
１
号
は
１
８
８
１
年
（
明
治
４
年
）

に
「
小
学
唱
歌
」
が
つ
く
ら
れ
、
は
じ
め
は
欧
米
の

歌
曲
を
ま
ね
「
蛍
の
光
」「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」「
露

か
霞
か
」「
庭
の
千
草
」
な
ど
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
時
代
の
変

遷
と
共
に
、
唱
歌
も
変
わ
り
言
文
一
致
の
や
さ
し
い

日
本
的
な
「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」「
鳩
ぽ
っ
ぽ
」「
春
の

小
川
」
と
続
き
、
日
本
中
が
こ
の
国
定
教
科
唱
歌
か

ら
学
び
歌
い
続
け
て
来
ま
し
た
。
巌
谷
先
生
の
後
半

の
人
生
に
お
い
て
も
、
社
会
的
に
広
く
活
躍
さ
れ
、

64
才
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
山
の
よ
く
見
え
る
日
に
旧
鎌
倉
街
道

の
途
上
に
あ
る
天
上
山
に
登
り
、
護
国
神
社

を
訪
ね
、
こ
の
唱
歌
を
思
い
い
た
だ
き
な
が

ら
、
句
碑
と
出
会
い
、
先
生
を
し
の
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
そ
し
て
そ
こ
か
ら
改
め
て
富
士
山
を
眺
め

て
、
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
の
で
す
か
ら

帰
路
は
、
河
口
方
面
へ
向
っ
て
旧
街
道
を
歩

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
1
0
0
0
年
以
上
も

前
の
古
人
と
同
じ
目
線
で
河
口
湖
を
一
望
が
で
き
、

何
か
の
発
見
が
あ
る
か
も
・
・
・

　
そ
の
「
景
観
」
も
今
回
の
唱
歌
「
富
士
山
」
も
時
の

流
れ
を
教
え
て
く
れ
る
当
地
が
誇
れ
る
文
化
財
の

ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
街
道
も
、
町
の
新
し
い
観
光
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
す
る
計
画
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　 

富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会

富士山

一、

　あたまを雲の上に出し、

　四方の山を見おろして、

　かみなりさまを下に聞く、

　富士は日本一の山。

ニ、

　青空高くそびえ立ち、

　からだに雪の着物着て、

　霞のすそを遠く曳く、

　富士は日本一の山。

　明治44年（１９１１）

尋常小学校第二学年用唱歌

「
富
士
山
」
と
い
う
国
民
唱
歌
に
つ
い
て
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町役場 各課からお知らせ

　富士吉田市にあります山梨県環境科学研究所の客員研究員

として本町の防災に対しご協力をいただいております池谷浩

先生をお招きして、右記のとおり防災講演会を開催します。

　先生は旧建設省砂防部長を歴任され、現在、砂防地すべり技

術センター専務理事としてご活躍いただいております。

　講演会は、テーマを変えそれぞれ地域にあった内容で計画

していますので多くの住民の皆様のご参加をお願いします。

また、講演終了後は、意見交換会も行います。

日　程　１０月２２日（金） 

　　　　午後７時から８時３０分

場　所　中央公民館ホール

内　容　仮「富士山と火山災害について」

日　程　１１月１２日（金） 

　　　　午後７時から８時３０分

場　所　足和田福祉センター

内　容　仮「土砂災害について」

講演会その１

講演会その２

防災講演会の開催についてお知らせ防災講演会の開催についてお知らせ

◆お話しとうた　水越けい子　氏
　「レイ君のネイビー色のランドセル」

　◆�染物体験コーナー

　　　　（古い布なんでも利用しよう）

　◆�昔の遊びコーナー

　　　　（あやとり、折り紙、お手玉）

※この他にも、絵本の読み聞かせ、エプロンシアター、小麦

　粉粘土、子どもの事故予防コーナーなど盛り沢山

※手作りおやつの試食もあります。

※講演の間は託児を開設しています。

地域子育て支援研修会 行政相談週間（10月18日～24日）

楽しく  遊ぼう  親子で
ふれあい広場

楽しく  遊ぼう  親子で
ふれあい広場

１１月２７日（土）12時30分～午後4時

勝山ふれあいセンター

●問合先　町役場健康増進課　７２－６０３７

林道の通行止めについてのお知らせ!林道の通行止めについてのお知らせ! 昔の写真やめずらしい写真！ありましたら、貸していただけませんか?

昔の写真やめずらしい写真！
ありましたら、貸していただけませんか?

　町役場では、これから

の町づくりを進めていく

にあたり、各地区の昔の

町並みの写真や生活の様

子がわかる写真を探して

います。また、貴重な写真

やめずらしい写真などお

持ちでしたら、是非、連絡

下さい。

●連絡先　町 役 場 企 画 課　７２－１１２９

　　　　　建設課 都市計画係　７２－１１7９

　行政相談制度は、国の仕

事、特殊法人などの仕事、

県・町の仕事で国から受託

している仕事や補助を受け

ている仕事に関する意見や

要望、苦情などを受け付け、

その解決や実現の促進を図っ

ていく制度です。

　町では、下記の３人が行政相談委員として国から

委嘱されています。委員の皆さんは、問題の解決を

図るため、関係機関への連絡、助言や説明を行って

います。

　なお、山梨行政評価事務所（055‐252‐1496）で

も行政相談を行っていますのでご利用下さい。

白壁　勝雄　　船津８４６‐３　  ７２‐０１４３

小佐野誠太郎　勝山９１　　　　８３‐２３２０

梶原　一栄　　長浜６０６　　　８２‐２４４６

　

　帝国石油（株）が天然ガス輸送導管埋設工事を県

営林道西川新倉線で行っており、５月・８月・10月

の林道開放期間以外は通行止めになっております。

　また、町営林道浅川線の埋設工事を、平成16年10

月、平成17年５月、８月、10月の

それぞれの月１ヶ月間を通行止め

にして行います。

　大変ご迷惑をおかけしますが、

県営林道が開放になる５月、８月、

10月は富士吉田市の新倉口を利用

してください。

　　●問合せ先　町役場農林課　７２‐１１１５　



広
報
富
士
河
口
湖

　
２３

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

第
17
回
富
士
河
口
湖
町
住
民

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

　
　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会
の
お
知
ら
せ

＝
富
士
河
口
湖
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
＝

　
　
第
１
回
町
制
祭
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

「
わ
ら
び
座
」
勝
山
公
演

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
き
ら
き
ら
風
の
旅
冒
険
」

今
、
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
踊
り
ま
せ
ん
か
!

高
齢
者
及
び
障
害
児
・
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
操
作
が
簡
単
で
驚
異
的
な
安
定
性
の
あ
る

 

小
型
ヨ
ッ
ト
「
ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー
」
に

 

乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

久
保
田
一
竹
美
術
館
・
開
館
10
周
年
記
念

　=
 

富
士
河
口
湖
町
民
感
謝
の
日
特
別
無
料
招
待 

= 

～
朗
読
エ
ト
ワ
ー
ル
の
会
　
10
周
年
記
念
～

　
　
　
朗
　
読
　
の
　
夕
　
べ 

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
第
２
会
議
室

■
対
応
者
　
中
島
大
督
弁
護
士
（
山
梨
県
弁
護
士
会
）

■
定
　
員
　
６
名
（
１
名
相
談
時
間
30
分
）

■
申
込
み
　
10
月
12
日
（
火
）
午
前
9
時
か
ら
受
付
け
　

　
　
　
　
　
ま
す
（
先
着
6
名
）

●
申
込
先
　
町
役
場
企
画
課
（
72
‐
１
１
２
９
）

■
日
　
時
　
10
月
26
日
（
火
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
10
月
27
日
（
水
）
午
後
７
時
～

■
費
　
用
　
５
０
０
０
円

■
内
　
容
　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
ロ
ー
ズ
を
使
っ
た
「
ジ
ュ

　
　
　
　
　
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」

■
定
　
員
　
各
30
人

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
２
階
工
房

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
も
の
さ
し(

20
㎝)

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

●
申
込
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
（
72
‐
３
０
８
２
）

■
日
　
時
　
　
11
月
１
日
（
月
）

■
場
　
所
　
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
昼
食
・
諸
経
費
含
む
）

■
申
込
期
間
　
10
月
４
日
～
27
日(

申
込
み
用
紙
あ
り)

●
問
合
せ
先
　
船
津
財
産
区
事
務
局
（
72-

１
１
１
２
）

※
１
～
２
名
の
個
人
参
加
も
可
能
で
す
が
、
他
の
個
人

　
参
加
者
が
い
て
、
混
合
の
組
を
編
成
で
き
る
場
合
は

　
上
記
の
金
額
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
２
名
以
下
の
組

　
だ
と
キ
ャ
デ
ィ
ー
フ
ィ
ー
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
２
日
（
火
）
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

■
場
　
所
　
富
士
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
資
格
　
本
町
在
住
者
及
び
出
身
者

■
競
技
方
法
　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

　
　
　
　  

 
 

新
ペ
リ
ア
方
式
に
よ
る
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
デ
戦

■
参
加
料
　
2
0
0
0
円（
賞
品
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

　
　
　
　
　
プ
レ
イ
代
は
特
別
料
金
で
各
自
払
い
　
　

■
申
込
先
　
各
地
区
役
員
又
は
ベ
ル
事
務
局
（
73
‐
2
5
8
8
）

■
申
込
締
切
　
10
月
20
日
（
水
）

■
定
　
員
　
60
名

　
今
年
開
館
10
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
る
気
持
ち
を
持

つ
と
伴
に
、
10
年
に
渡
る
町
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
し

て
、
特
別
無
料
招
待
を
実
施
致
し
ま
す
。 

 

■
日
　
時
　
10
月
26
日(

火)

　
9
：
30
～
17
：
30
迄 

 
※
入
館
方
法
　
当
館
受
付
に
て
富
士
河
口
湖
町
住
民
で

　
あ
る
事
の
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。(

運
転
免
許

　
証
、
町
民
優
待
カ
ー
ド
等)

 
 

●
問
合
せ
先
　
久
保
田
一
竹
美
術
館 

(

76-

8
8
1
1)

■
日
　
時
　
10
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
開
場
、
６
時
30
分
開
演

■
場
　
所
　
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル
　
入
場
無
料

■
朗
読
内
容
　
さ
ん
ね
ん
峠
、
鮒
、
か
わ
う
そ
、
小
指
、

　
　
　
　
　
　
送
り
提
灯

■
問
合
せ
先
　
渡
辺
（
72
‐
1
7
5
5
）

　
　
　
　
　
　
細
山
（
72
‐
2
0
2
5
）

■
日
　
時
　
11
月
７
日
（
日
）
開
場
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時

■
場
　
所
　
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
料
　
金
　

　
親
子
ペ
ア
券
　
３
８
０
０
円

　
高
校
生
以
上
　
２
８
０
０
円

　
小
中
学
生
　
　
１
５
０
０
円

●
問
合
先
　

　
勝
山
S
A
K
U
Y
A
ね
っ
と

　
　
堀
内
　
洋（
83
‐
２
４
8
１
）

■
日
　
時
　
11
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
河
口
湖
漕
艇
場
　
（
雨
天
中
止
）

■
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
、
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
期
間
　
10
月
10
日
～
29
日

●
申
込
・
問
合
先
　
ア
ド
バ
ン
ス
虹
の
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
‐
４
１
７
７
）

◎
協
力
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン

■
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
の
夜

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先
　
Y
O
S
A
K
O
I 

ソ
ー
ラ
ン
Mt 
富
士

　
　
　
　
　
志
村
久
良
子
　(

62-

3
0
7
7)



広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
入
園
説
明
会

経

営

問

題

相

談

会

大
月
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

裁
判
制
度
が
始
ま
り
ま
す

県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場

「
ひ
と
つ
ぶ
の
わ
た
し
た
ち
、房
に
な
っ
た
ら
山
梨
県
」

北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
チ
ー
ム 

富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所
管
内
調
停
協
会

　
　
無

料

調

停

相

談

会

 

　
幼
稚
園
の
教
育
目
的
や
生
活
を
詳
し
く
説
明
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
教
育
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

◇
小
学
校
へ
向
け
た
幼
児
教
育
と
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

◇
幼
児
期
の
家
庭
生
活
指
導

◇
自
然
環
境
教
育
と
国
際
教
育
の
い
つ
い
て

◇
そ
の
他
理
想
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て

■
期
　
間
　
11
月
末
日
ま
で
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

●
問
合
せ
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
（
72
‐
5
5
2
2
）

■
移
動
相
談
室
　
11
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
対
応
者
　
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
専
門
家
相
談
会
　
11
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
対
応
者
　
中
小
企
業
診
断
士
　
荒
居
正
次
先
生

■
場
　
所
　
河
口
湖
商
工
会

●
申
込
先
　
郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
0
5
5
4
‐
43
‐
7
4
4
4
）
又
は
河
口
湖
商
工
会

（
73
‐
1
1
2
2
）

■
日
　
時
　
10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
・
陸
上
競
技
場
前

■
内
　
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
ふ
れ
あ
い

　
広
場
（
芸
能
、
文
化
活
動
等
の
発
表
）
ま
つ
り
広
場
、

　
お
楽
し
み
抽
選
会

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
募
集
!

■
申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
金
）
（
区
画
数
40
）

■
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

　
電
話
番
号
、
主
な
商
品
名
を
記
入
の
上
、
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
先
　
都
留
市
田
原
３
‐
３
‐
３

　
　
南
都
留
合
同
庁
舎
内
・
富
士
北
麓
東
部
地
域
振
興
局
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

県
民
生
活
商
工
担
当
　
渡
辺
宛

■
日
　
時
　
11
月
７
日
（
日
）
　
雨
天
時
は
体
育
館
内

　
　
　
　
　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
20
分
　

　
　
　
　
　
競
技
９
時
30
分
～
12
時
30
分 

 
■
会
　
場
　
富
士
北
麓
公
園
・
陸
上
競
技
場
・
野
球
場

　
　
　
　
　 

及
び
園
内

■
参
加
対
象
　
１
グ
ル
ー
プ
４
名

ク
ラ
ス
Ａ
　
家
族
グ
ル
ー
プ
（
必
ず
成
人
１
名
入
れ
る
）

ク
ラ
ス
Ｂ 

小
学
生
グ
ル
ー
プ(

中
学
生
は
大
人
と
す
る)

■
募
集
数
　
先
着
２
０
０
組

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
み
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
申
し
込 

　
む
か
、
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
窓
口
へ
直
接
申

　
し
込
む
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
用
紙
を
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
。

■
申
込
期
間
　
10
月
１
日
～
10
月
27
日
、

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　
　
　
　
　
　
℡
24
‐
3
6
5
1
　f

a
x

24
‐
3
3
6
8

　
　
　
　
　
　 

w
w
w
.
m
f
i
.
o
r
.
j
p
/
h
o
k
u
r
o
k
u
/

　
管
内
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、
改
正
消
費
税
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
　
時
　
10
月
21
日
（
木
）
・
10
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
会
　
場
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館
　
２
階

◆
内
　
容
　
・
消
費
税
に
つ
い
て
（
届
出
書
等
含
む
）

　
　
　
　
　
・
記
帳
　
・
青
色
申
告
特
別
控
除
　
な
ど

＊
他
会
場
で
も
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し

　
　
く
は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
問
合
せ
　
大
月
税
務
署
個
人
課
税
１
部
門
指
導
担
当

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
（
２
２
）
３
１
５
３

■
10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
　
　
　
※
予
約
不
要

●
問
合
先
　
山
梨
県
青
司
協
・
都
留
事
務
局(

篠
田)

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
45
‐
１
９
６
５

　■
日
　
時
　
10
月
19
日(

火)

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所 

(

第
二
小
前)

■
相
談
内
容
　
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
、
土
地
・
建
物

　
の
貸
し
借
り
、
賃
金
・
約
束
手
形
金
の
取
立
て
、
土

　
地
の
境
界
争
い
、
扶
養
・
離
婚
・
相
続
問
題
な
ど

●
問
合
せ
先
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所
管
内
調
停
協
会

　
　
　
　
　
　
℡
22-

0
5
7
3

　
本
年
5
月
21
日
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
法
律(

裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律)

が
国
会
で

=

新
し
く
独
立
・
開
業
を
め
ざ
す
方
々
、
経
営
革
新
・
事
業
転

　
換
・
多
角
化
を
し
た
い
中
小
企
業
者
、
開
業
ま
も
な
い
経

　
営
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る=

応
援
し
ま
す
！

県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
に
よ
る

　
　
＝
無
料
法
律
相
談
会
＝

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
等
、
多
重
債
務
者

（
借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

成
立
し
、平
成
21
年
ま
で
に
始
ま
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
員
と
し
て
、

重
大
な
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お
い
て
、
裁
判
官
と
一
緒

に
有
罪
・
無
罪
や
刑
の
内
容
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
　
裁
判
員
の
仕
事
は
、
我
が
国
の
司
法
を
支
え
、
よ
り

良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
は

　
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
j
.
g
o
j
p
/
S
A
I
B
A
N
I
N
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

　
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者

の
方
（
該
当
す
る
者
の
遺
族
を
含
む
）
終
戦
に
伴
い
本

邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
引
揚
者
の
請
求
期
限
は
平
成
17
年
３
月
31
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
請
求
書
書
類
は
、
福
祉
推
進
課
の
窓
口
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
必
要
用
件
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、
独
立
行

政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

●
0
1
2
0
‐
2
3
4
‐
9
3
3
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h
t
t
p
:
/
w
w
w
.
d
e
i
w
a
.
g
o
.
j
p

　
山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
16
年
10
月
1
日
よ
り
現

在
の
「
1
時
間
6
4
7
円
」
か
ら
「
1
時
間
6
4
8
円
」
に

1
円
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
山
梨
労
働

局
賃
金
室(

0
5
5-

2
5
2-

4
8
5
9)

ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

・
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
（
加
入
時
に
経
費
は
か
か

　
り
ま
せ
ん
）

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助
し
ま
す

■
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ

・
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
し
て
計
算
さ

　
れ
ま
す

・
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ
ン
タ
カ
ー
割

　
引
等
の
提
携
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す

●
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
山
梨
県
支
部
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　

 

独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

１
・
心
当
た
り
の
な
い
も
の
は
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

　
　
せ
ん
の
で
、
悪
質
な
業
者
に
は
一
切
連
絡
し
な
い

　
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
・
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
で
な
け
れ

　
　
ば
、債
権
管
理
回
収
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

３
・
架
空
の
債
権
の
請
求
は
、
犯
罪
に
あ
た
る
可
能
性

　
　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
悪
質
な
場
合
に
は
最
寄
の
警

　
　
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

４
・
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
が
、
出
会

　
　
い
系
サ
イ
ト
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ

　
　
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
料
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ 

甲
府
地
方
法
務
局
　
都
留
支
局

　
　
　
　
　
　
電
話 

 

0
5
5
4-

43-

4
3
8
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
電
話
　
0
5
5-

2
3
5-

8
4
5
5

山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
１
時
間
６
４
８
円

一
般
公
開
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

債
権
回
収
会
社
と
類
似
の
名
前
を
か
た
っ
た

業
者
に
よ
る
架
空
の
債
権
の
請
求
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

《
日
本
全
国
ど
こ
の
現
場
で
も
　
建
退
共
制
度
》

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の
皆
様
へ

■
日
　
時
　
10
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
場
　
所
　
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
・
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ 

「
環
境
要
因
の
変
化
と
人
の
健
康
」

　
・
サ
ブ
テ
ー
マ
I
体
の
内
外
の
環
境
変
化
が
人
の
健
　

　
　
　
　
　
　
　
　
康
や
慢
性
疾
患
に
ど
の
よ
う
な
影
　

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
?
I

=

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
演
題=

・
ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
ッ
ペ
（
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
気
象
の
健
康
影
響
へ
の
研
　

　
究
と
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

・
佐
藤
　
純
（
名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研
究
所
）

　
「
低
気
圧
が
近
づ
く
と
、
神
経
や
関
節
が
痛
む
の
は
　

　
な
ぜ
？
」

・
小
林
敏
孝
（
足
利
工
業
大
学
）

　
「
運
動
と
お
風
呂
に
よ
る
快
眠
法
」

　
　
I
身
体
過
熱
に
よ
る
睡
眠
の
改
善
効
果
I

・
永
井
正
則
（
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
）

　
「
高
原
で
の
滞
在
や
運
動
が
身
体
に
良
い
理
由
」

●
問
合
先
　
県
環
境
科
学
研
究
所
生
気
象
学
研
究
室

　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
６
１
８
４


